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文責：校長 正尾 敏

令和６年６月２７日（木）

長崎っ子の心をみつめる教育週間

大雨・雷・洪水・暴風 警報発令時の対応について

７月の主な行事予定

６月２3日～２9日までの１週間は「長崎っ
子の心をみつめる教育週間」として、PTA本
部役員さんによる「あいさつ運動」、道徳の
公開授業、校長による命の講話などの取組を
実施いたしました。特に、２６日（水）は雨
天にもかかわらず、大勢の保護者の皆様に道
徳の授業をご参観いただき、大変ありがとう
ございました。その後の学年懇談会にもご参
加いただき、感謝いたします。残念ながら参
加できなかった皆様には、懇談会の内容につ
きましては後日、学年通信等でお伝えします
ので、ご覧になってください。また、毎朝早
くより「あいさつ運動」に参加いただいた生
活部長の橋口さんをはじめPTA本部役員の皆
様、ありがとうございました。

３日（水）２年生科学教室（プログラミング学習）

４日（木）川棚特別支援学校交流会（１年生）

11日（木）大掃除

12日（金）学校保健委員会

19日（金）終業式、県中総体激励式

21日（日）～23日（火）県中学校総合体育大会

※教育相談も実施されます（計画は担任より）

校長による命の講話（２４日：全校朝会にて）
★講話の一部を紹介させていただきます★
さて、今日は最近気になっている事件についてお話をします。
それは、北海道旭川市で起きた「旭川女子高校生殺害事件です」

事件の内容は２１歳の女性が女子高校生１７歳を吊り橋から石狩川に転落さ
せ、殺害した事件です。事件のきっかけは女子高校生がSNSで容疑者の写真
を無断で使用しているのに気づき、容疑者と少年がSNSで高校生を脅迫。亡
くなった高校生は午後１１時半ごろに市内の道の駅に呼び出され、車に乗せ
られて連れまわされ、翌日午前３時に吊り橋に到着し、転落させられたとい
う事件です。女子高校生を殺害した容疑者は人の命を奪うという許されない
行為を一生償っていかなければなりません。

また転落させられた女子高校生はどうすれば、この事件に巻き込まれずに済
んだのでしょうか？まずは、ネットで知り合った人とは絶対に会うべきでは
ないというのが大事です。そして、SNSでのトラブルは一人で悩みを抱え込
まずに、必ず誰かに相談すること。味方になってくれる大人はたくさんいる
ということです。今回、亡くなった女子高校生も親や大人に相談していれば、
大事な命をなくすことはなかったのです。最初に話をした亡くなった女子高
校生の命、また作文の中学生の女の子の母の命はかけがえのない、大切な命
だったのです。

人間の命は一つしかありません。だからこそ、どの命も大切にされるべきだ
と思うし、私自身もその命を大切にするため、できることを精一杯やってい
きたいと思っています。そして、皆さんが自分を含め、すべての人の命を大
切にすることができる世の中になるよう願っています。

第１４号

※以前、保護者様へ「気象警報発令時の登下校について」の文
書をお配りさせていただきましたが、梅雨時における大雨につ
いての学校対応を、再度ご連絡させていただきます。
（登校時）
①午前６時３０分の時点でいずれかの警報が発令されている
場合は、自宅待機をお願いします。

②午前１０時までに警報が解除されましたら、随時登校。
③午前１０時の時点で警報が解除されていない場合は臨時休校
となります。

（下校時）
①下校時に警報が発令されたら学校待機し、引き渡しを実施。
②警報が解除されたら、安全を確認し、下校させます。

※Tetoruで随時配信しますが、お知りおきください。 心豊かでたくましく、主体的に学ぶ生徒の育成


